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暖地 に お ける大豆 の 生育に及ぼ す栽培条件の 影饗

第 1報　形 質 の 養分反応 特性 に つ い て

朝 日 幸 光
・井 口 武 夫

　　　　 （九 州 農 業 試 験 場）

　暖地 に お ける大 豆 の 生 育期間中は 侮雨期 の 多雨
・寡照，

過剰生 育 と倒伏，そ の 後 の 干ば っ ，病
．
善：虫 の 多発な ど阻

害条件 が 多 く，収 量 が低収 で あ る。今まで も多収化をね

らい と した 品種，栽培法 に 関 す る 諸試験 の 報告 が あ る が ，

安定多収化栽培に対す る再現性 の 高い 基礎知 鬼はなか な

か 得 られ て い な い 。

　本試 験で は ほ 場群落規模 の 礫耕装置
D を戸 外 に 作成 し，

栽培処理 と して重要 な養分 （施肥量）を とりあ げ，各形

質の 養分反応 に つ い て 昭和41年 か ら昭 和44年 ま で の 4
ヵ

年 にわ た って 検討 し た の で ，そ の 結 果 の 概 要 を報 告 す る。

試 　　験 　　方　 　法

　 1 ）礫耕装置0）概要　 礫床 は 鉄枠 （0．9 × 1．8× 0．25

m ） に ハ イ ロ ン ポ リ シ ートを敷 い た もの を使用 し，各礫

床内 に 2 条植 え と し，畦 幅 を5Scmに 保つ ように礫 床 を配

置 した 。 礫床内 に は 直径 7mm〜10nimec度 の 礫 を20cmの 深

さに っ め た 。 礫床 の 周 囲 に は 礫床内 と 同…・の 作物 を栽植

した。

　 2 ）材料 お よ び方法　　各 年 次 と もコ ガ ネ ダ イ ズ を供

試 し，4 月 18日 に砂床 に播種， 4 月27日 に 礫床 へ 移植 し，

栽植様式 は畦 幅58cm，株間10cnlで 1 株 1本立 と し Mu 当 り

17．2本で あ る。標 準 的 な濃 度比 4 の 養分投与量 は 5 日聞

に 1 礫床当り N ：3．09 ，P20s ：0・39 ，　 K20 ： 1・59 と し，

三 要素 の 投 与量 に応 じ各種 の 処理区を設 け た 。 すなわ ち，

一定濃度 の 養分 を継 続 供 給 し た 場合 と 開花期 を中心 に 生

育期間を前期 と後期 に 分 け て 種 々 の 濃度組合せ を行 な っ

た 場合 とで あ る。 前者 は濃度比 で 1 ，2 ，3 ，4 ，6 ，8，12，

16の 各1＞くと し，後者 は 4 − 0 ，4 − 4 ，4 − 8 ，4 − 16，4

．24，4−−32，8− 4，8− 8，8 − 16，8 − 24，8 − 32，　12

− 12，16− 8，16− 16，
16− 24，16− 32の 各区 で あ る。

な お 3 要 素 以 外 の 微量要素 は各 区 と も同一・量 を供 給 し，

培養液の pl｛は硫 酸 で 6・5に調 整 し た 。

　調査 は生 育形質 につ い て 追跡調査 し，収穫期 に は生育

収 量 形 質 な ど 17形質 を調 べ た 。

試 　　験 　　結　　果

1． 礫 耕下で の 大 豆 の 生 育特徴

　第 1表 は 礫耕 と ほ 場 の 大 豆 の 年次問変動を示 した もの

で あ る n 礫耕は ほ 場に 較べ て い ずれの 形質も，濃度比 の

高低 に か か わ らず 年 次 聞 の 変異 係 数 が 著 し く小 さい 特 徴

を示 した。ま た 掴体間 の 変異 も小 さい こ と を認 め た。し

た が っ て，年 次 を通 じて 形 質を比 較 す る こ とは 適 当で あ

る と推察 され た。

第 1表 　各 形 質 の 年 次 間 平均 値 とそ の 変 異 係数

　　　　　　　　　　　　　　　　 （41〜44年）

項 目

　 礫　　　 耕　　
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 度 比 41 ・度比 81
圃 場

主 茎 長 M
… 61．7E69 ．8 　 78．7

（c皿）　 CVi5 ・316 ・4 　 ／8・8

主 茎 節 数　M

　 　 　 　 　 CV

14．52

．6

15，13

．0

15．17

．1

昭 和 49年ID月26日　第51回講演 会 で 発 表

総 　 節 　 数 　 M

　 　 　 　 　 CV

36，5　　　　　38．6
5．4　　　　 4．8

33．46

．9

茎 　　　 軍 　M 　　　　＆ 7

　（9 ）　　　CV 　 I　　8，9

　 　 　 1
12．9　　　　　10，0

2．3　 　 　 ユ9．1

総　莢　数　M

　 　 　 　 　 CV

56．78
．9

　 72，3

　 　 4．OI

余 粒 重 MI 　 E ・8・6

　（9 ）　　　CV 　　　　　　　 I　 7．7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

100 粒 霊 M 　 14，8 　 16．1

　（9 ）　　　 CV 　　　　2．6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3，2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1 ．

注）M は 平均値，CV は 変 異 係数 を 示す 。

63．111

．713

．713

．215

．612

，1

　2．　一
定濃度の 養分を継 続供給 した 場 合の 形質反応

　第 1 図は 諸形質 と養分濃度比 の 関係を10形質 に つ い て

示 し た 。 各形質 は 養分濃度比 の 高低 と密接 な 関係が あり

養分 が増 す に つ れ て 増加 す るが，そ の 増加速度 は 次第 に

ゆ る や か に な り， あ る 限 界濃度比 以 上 に な る と逆 に 減 少

す る 傾向を認 め た。こ の 両者 の 聞 に は 2 次 曲線圖帰式

（y ＝a ＋ bx＋ cxz ）の 威立 が 推察 され た の で ， 回帰式を

求 め て 図巾に 示 した。こ れ らの 式 は相 関指 数 が高 く，実

測値 とよ く
一

致 した。
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第 2 表 　回 帰 式 の 導 函数 お よ び 限 界 濃 度 比

日項

　

節

　

　

太

茎

　

枝

節

　

　

莢

粒

粒

粒

粒

　

茎

　

　
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

一

主

主

分

総

茎

茎

総

精

全

10

全

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　限 界 濃
回帰 式 の 導 函数
　　　　　　　　　　度　比

長

数

数

数

き

重

数

数

数

重

重

Y 厂罵 5．245− 0，4336x

Y 』 0，314− 0．0260x

Y ’＝ O，263− 0．0298x

Y’＝．2，151− 0．2140x

Y ’＝ 0．439．．−0．0356x

Y’； 1．890− 0．1348x
Y ’＝ 8．096− 0．6092x

Y ’＝12．880− 1．3236x

Y ’＝14．601− 1．2478x

Y ’＝ 0，844− 0．0566x

Y ’蕭 2，864 −0．2390x

12．112

．18

．810

．112

，314

．013

．39

．711

．714

．912

，0

注 ） 1） Y’は 導 函 数，x は 濃度比 を示 す 。

　　 2 ） 限 界 濃 度 比 は Y ’＝0 の 時 の x の 値 を示 す 。

　第 2 衷 は 回帰 式 の 導函 数 を示 した もの で あ る が，導函

数は 各濃度比 に 対 す る 各 形 質 の 増加 速 度 （勾 配 ） を示 す
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もの で あ る。こ の 式 か ら限界濃度比 （形質値を極大 に す

る 濃度比 ） を求 め る と第 2 表 の とお りで あ り，分 枝 数，

総節数 な どは 限界 濃 度比 が 低 く，主 茎 長，主 茎 節数 は 中

程 度，茎重 な どは 高か っ た。収量 関連形質で は精粒数，

全 粒数 な どは 限界 濃 度比 が低 く，総 莢数，全 粒重 が 中程

度 ，
100粒重 は高 か っ た。

　次 に 養分 に よ っ て 各形質が どの 程度，変動す る か をみ

る た め，前 述 した 2 次 曲 線 圓 帰 式 か ら阪 界濃 度 比 の 形 質

値と濃度比 1 の形質値との差 を求め て 変動幅と し，形質

間の 比較の た め に，濃度比 4の 形質値に対す る 百分率で

表 示 す る こ と に し第 3表 と した、

第 3 表　変動 （％ ） に よ る形質 の 分類

　　　形 質 の 変 動 （％）

の
…

　〜
．

41（中
．

の通

．
ω
…

小
．

長

数

数

．

茎

粒

粒

憲

精

全

数

数

数

さ

重

．

節

　

太

　

枝

節

　

粒

茎

　

　

の

　

　

　

　

む

主

分

総

茎

10

大 　（81以 上 ）

数

重

重

莢

粒

総

全

茎

　径形質 の 変動 は 形質 に よって 異 な る こ とが 認 め られ，

空茎節数 ， 総節数 な どは 変動が 小 さく， 主茎長，全粒数

な ど は 巾程度，茎 重 ， 全 粒重 は 大 で あ っ た 。

　3．　 開 花期を中心 に 生 育期間を前期と後期 に 分け て 処

理 した場合の 形質反応

　暖地の 環境下で は
．一
般 に 前期 は 過剰的 な生 育 に な り，

後期で は 凋 落的な生 育経 過 を とる が，こ の 生 育経過 をか

え る 手段 の 1 っ と して ， 開花期を中心 に 生 脊期間を前期

と後期 に 分 け て 処 理 した場 合の 各形質の 動 き を 検 討 し

た。

　第 2 図は X 軸 に 前期濃度比 ， Y 軸 に後期濃度比 をと り

各種 の 濃度組合せ 試 験 の 炎測値 を図上 に プ ロ
ッ トし，比

例配 分 法 に よ っ て 等 値 線 を作 図 した もの で あ る。X 軸 に

平行 な線 で 切 られ る 簿値線が 多い こ と は 後期濃度 を
一

定

に して，前期濃度を変 え た 場合 の 形質 の 変化の 大きい こ

と を示 し，Y 軸 に 平行な線で 切られ る 等値線の 多い こ と

は前期濃度を
一一

定 に して 後期濃度 を変 え た 場合 の 形質 の

変化 の 大 きい こ と を示す 。

　 こ の 図 は種 々 の 濃度 を組合せ た場 合の 諸形 質 の動 き を

推定す る こ とが 可 能 で あ る と思 わ れ る。主 茎 長 で は後 期

濃度を
・・

定 に して 前期濃度 を高 め る と形質値 は著 しい 増

加傾向が認 め られ た。逆 に 前期 濃 度 を一定 に して 後期濃

度 を高め る と，後 期 濃 度 の 低 い 範 囲 で は 後 期 を高 め る と

や や増 加 す る が ， さ らに 高濃度 に な る と変化 が 少 な く，

か え っ て 減少傾向 を認 め た。以 上 の よ うな動 きは，茎 の

N 工工
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太 さ，茎 重 な どで も同様 な傾向を認 め た 。

　・一株全 粒重 は 前期濃度を
一

定 に し て 後期 濃 度 を動 か し

た場合 ， 前期濃度の ど の 段階で も後期濃度を高 め る こ と

に よ っ て 全粒重 が 容易 に 増加 した 。 しか し，こ の 増収傾

向 に も限度 が あり，後期濃度 を著 し く高 め る とか え っ て

減収す る傾向 を認 め た 。 また，後 期濃 度 を一
定 に して ，

前期濃度を増す と低 い 濃度範囲で は増収す るが，ある濃

度 以上 で は，ほ とん ど増加を認 め な か っ た 。
こ の よ うな

形質 の 動 き は・・株 全 粒数 ，100粒重 で も認 め た が，100粒

重 で は あ る 限 度以 上 の 高 濃 度で は前，後 期 と も影 響 が 少

な か った。
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閼 花 朋 前 の 漉 度 比

第 2 図　聞 花 期前
b
後 期 の 濃度組含せ と形質 の 動 き

考 察

　同
一
養 分 を継続して 供給 した 場合 の 養分 に 対す る形質

の 反 応 をみ る と，そ の 形 質 値 を極 大 にす る 限界濃度 が 存

在 し，分 枝数，総節数 な どは 低 い 濃 度で ，茎 重 な ど は 高

い 濃度 で 限界を示 した ． また各形質の 変動 に も形質間で

大小 が 認 め られ，主茎 節数，分枝数な ど は 少 さ く，茎 電

全 粒重 な ど は 大 きか っ た。

　以上 の よ うに養分 に 対す る 各形質 の 反応の 差異 は 実際

栽培で 施肥 量 を取り扱 う場合 の 基 礎的知見 に な り得 る と

推察 され る 。 例 え ば ，
せ き薄土 壌 で は施肥量を増す に っ

れ て 形質暈 が増 す が，肥 沃 十壌 で は形 質景 の 動 きをみ て

肥 沃 度 に応 じた適正な施肥 の 配慮 が 必要で あ る と考え ら

れ る。　しか しな が ら， 更 に ほ 場 で の 実 証 が 必 要で あ ろ

う。

　次に 生 育期閻を前期 と後期 とに分 けて 養分 を供給 した

結果 で は 前期濃度 の 高，低 に か か わ らず，後期 濃度 を高

め る と増収 した こ とに 注 目 した い。Lathwell
，
　D ．」．ら2】

は砂耕試験で，窒素の供給量を時期別 に 変え て 収量 と の

関係をみ て い る が，開花期間中に 窒素濃度を高 め る と粒

重 が 増 す こ とを
’
認 め て い る 。

　本試験 で も3 要素量 を後期 に 高 め る ほ ど増収 した ， し

か しな が ら，あ る 1垠度以 上 の 高濃度で は 増収の 程度 が 少

くな っ た。また，前期が 低い 濃度 で は後期を高 め る と ，

よ り高い 濃度 まで 増 加 した が，前期 が 高 い 場合 は後期を

高 め て もほ とん ど増収 しない ．こ の こ と は 前期処 理 に よ

っ て，こ の 時期 に 形 成 され た 生 産休制 が ， こ れ 以降 に 分

化形成 され る形質 に 影響を与 え て い る もの と考 え られ る 。

い ずれ に して も後期濃度を高 め る こ と に よ っ て 増収 す る

可能供 が 推察 さ れ る。

　こ れ らの 原因 に っ い て は
一

株全粒数，　 100粒垂 の 増加

が あげられ る が ，主茎長な どの 生育形 質 が後期濃度を高

め て も増加せ ず，登 熟期 間 の 群落が 良好 に維持され た こ

と も重 要 な条件 と考 え られ る 。 した が っ て，前期低濃度

で 後期高濃度処 理 は 過 剰生育をお さえ て，後期凋落を防

ぎ，暖 地 に お い て 増 収へ み ち び くた め の ユっ の 栽培手段

に なりうる と考え られ る。

摘 要

　群落規模 の 礫耕装置で 夏大 豆 を栽培 し， 種 々 の 養 分 濃

度 に 対す る各形質 の 反 応 につ い て 検討 し， 次 の 結果 を得

た。

　 1）・一
定濃度 の 養分を継続 し て供給 し た場 合，各形質

値 （Y ）と養分 濃度比 （X ）と の 間 に は 2次曲線 回 帰 式 y＿

a 十 bx 十 cxu が 推定 され た。こ れ ら の 式 か ら 形質の 変動

や形質値 を極大 にす る 限界濃度比 を推定す る こ とが で き

た。そ の 結果，主 茎節数，分 枝数 は 変動 が 小 さ く，主 茎

長 な どは 巾程度，茎 重，全 粒 重 な ど は 大 きか っ た。ま た，

眼界濃度比で は 分枝数 ， 総節数な ど は低 く，主茎 長 ， 主

茎 節数 な どは 中 程度，100粒重 　茎 重 な ど は 高 い こ と を

認 め た 。

　 2 ） 開花期 を中心 に生 育期間を前期 と後期 に 分 け て 濃

度処理 を した結果 ， 主茎 長 な ど の 生 育形 質 は前期濃度 の

高 ・低 に 主 と して 鬱響 され ， 全粒数 金粒重 な どは後期

の 濃度 を高
’
め る こ とで 増加 が認 め られ た。

　 3 ）前期低濃度 で 後期高濃度 の 処理 は 暖 地 に お ける 過

剰生膏
一
後期凋 落 の 生 育経過をが え て 増収 へ とみ ちび く

1 つ の 栽培手段 に な り得 る と推察 され た 。
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1）松 本 。沢 畑 ・朝 日 ： 栽 培 試 験用 と し て 試作 し た
一

礫

　 耕 装 置，日作 九 支 報，28，23−24，（1967）．

2） LATHwELL ，　 DJ ，　 and 　C．　E。　 EvANs ： Nitrogen

　 uptake 　from　sQlut 三〇 n 　by　soybeans 　at 　successive

　 stage 　 of 　 growth 。　 Agron 、」，43，264−270，（1951）．

水稲の 集団育苗をめ ぐる 2
， 3 の うご き

美　　　園　　　　　　 中

　 （鹿 児 島県農試駐在専門技術員）

　鹿児島県 の 水稲 機 械値面積率は ， 昭和49年度作付面

積 の 54．　9％ （普及 所調べ ） で，「乍年の 34．　0％ に 比 べ て

20．9％ 増加 した 。
こ れ に ともな っ て 共同 ・請負な ど集

団育苗施設数 も，30　ha　r／上 の もの で 48年 13ヵ 所 ， 49年
36 ヵ 所 とな り，こ の 1年間で 3 倍 に 増加 し て い る。

　育苗施設 が増加 し， ま た ，

…
施設当 りの 育苗規模が

拡 大 され る と， 床土 を ど こ か らとる か とい う間題が 出

て くる。こ れ に つ い て ，宮崎 ・鹿児島両農試 に お け る

シ ラス の 育苗床土利用法 の 確立は，南九 州 の施設誉苗

に と っ て 活気的な成果で あ っ た とい え よ う。

　鹿児 島県で は，上 野 （宮崎県 農 試 ） 氏 等 が48年 ，本

紙並 び に 農業技術 に 発表され た 同年次の 普通期水稲

で ， 大隅農業改良普及 所 の 抑員幸氏 が 中心 とな っ て ，

大 型 育苗 プ ラ ン トに よ る シ ラス 土 利 用 の 実 験展 示 を試

み た。そ の結果，シ ラス 土 の み で は，播樋前 に シ ラ ス

土 の 水分 調節を 行 な っ て も な お不 卜分 で ， 苗 の 生 育

（特 に根 ） が 劣 る。浮 根 を生 ず る な ど の 問題 点 が 指摘

され た。しか し，改良 シ ラ ス 土 （シ ラ ス 土 6 割・ク ン タ

ン 4割・ベ ン トナ イ ト1509／箱）は 水 田土 に 劣 ら な い 良

苗が 得 ら れ た。更 に 49年度は，大 隅 ・末 志両普及所管

内の 嘆施設
・254］va 分 の 育苗が 改良 シ ラ ス 床土 利用で

育苗され た が，そ の 結果 は 良好で あ っ た。今後多 くの

施設で 利用 が 拡大 され よ う。

　大型 請負育苗の 最 大 の 関心 事 は，い か に して 育苗 コ

ス トを さげ，か っ ，良い 苗を大 量 に生 産す る か に か か

っ て い る 。 　大型育苗施設の 苗生 産費を調査 し て み る

と，償却 費 が 28 〜 33％，種 苗費が 19〜22％ ， 労務費が

18〜 22 ％ （何れ も 山土 利用） で ， こ の 3 費 Eでξヒ塵費

の 7G％ 強 とな っ て い る。生 産 費の 費 醒中，｛賞却費 が 最

も高 い 。中で も硬 化床関 係 の ハ ウス 償却費 と ビ ニ
ー

ル

張 り替 え 代をみ る と生 産費 の 工6％強 に な っ て い る。

　
一

方，育苗作業休系 の 播種 ・出芽 ・緑化 ・硬 化 の 4

作業工 程中 p 前二 者 は 高度 な施設 に よ る 工 場的生 産 が

可能で あり， 緑化 も鬪 じH程 で 消化で きる点か ら 回転

上 は工 場的作業体系 の 申に 組入 れ られ る が，硬 化 作 業

は 労力的に も， 工 程 の 上 か ら も施設運営そ の もの を煩

雑化 して い る 。

　以 上 の 点 か ら，播 種 ・出芽 と緑 化 ・硬 化 の 作業分 離

ある い は 播種 。出芽 ・緑化と硬化の 分離 が大型育苗施

設運営能率化の 立 揚 か ら，真剣 に 検討 され つ っ あ る こ

と を記述 し て お き た い、稚 苗育苗 技 術 休 系 は確 立 され

た か に み え るが ，ま だ まだ残 され て い る課題 も多 い よ

うに 感 じられ る 。
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